
右見て左見て安全確認
交通安全ゲートボール

　第34回北岩手地区交通安全ゲートボール大会（北岩手
地区交通安全対策協議会主催）は９月30日、総合運動公
園ゲートボール場で開催され、八幡平市、岩手町、葛巻町
の３市町から12チーム68人が参加しました。
　コート外に横断歩道が設けられ、競技者がコートを入退
場するときは、横断歩道の手前で止まって左右確認、手を
上げて渡ってから打撃に入るという特別ルールが設けられ、
参加者は競技を楽しみながら交通ルールを再確認しました。
　長朶公子さん(76)と村木千代子さん(71)は「特別ルール
は難しかったです。普段から手を上げて左右確認を心掛け
たいと思います」と笑顔で話しました。
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コート入退場時はしっかりと手を上げ、左右確認。交
通ルールを再確認したゲートボール大会

はさみを使って丁寧に山ぶどうを収穫する関根ももこ
さん㊨とゆうかさん姉妹

たわわに実る秋の恵み
山ぶどう収穫に約50人

　くずまき山ぶんどクラブの山ぶどう収穫体験（くずまき
高原グリーン・ツーリズム推進協議会主催）は10月４日、
鍋倉地区の畑で行われました。
　盛岡市や滝沢市、岩手町から会員ら約50人が参加。時折、
雨がちらつく中、参加者はたわわに実った山ぶどうの試食
を楽しみながら、丁寧にはさみを入れ、約１時間の作業に
取り組みました。
　飛び入り参加した関根ももこさん（葛巻小３年）とゆう
かさん（同１年）姉妹は「山ぶどうは見るのも初めて。手
の届く高さにあるので、楽しく収穫できた。ちょっぴり酸っ
ぱいけどおいしい」と初めての体験に笑顔を見せました。

ほんものの体験を探る
全国フォーラムを開催

　11月24日から26日にかけて、久慈市を中心とした県北
沿岸地域６市町村で「第11回全国ほんもの体験フォーラ
ム」が開催され、県内外から多数の体験観光関係者が参加
しました。本町では、24日に町内を巡る体験ツアー、26
日にグリーンテージで課題別分科会が行われました。
　課題別分科会には約50人が参加。「学校教育に必要な体
験交流の意義とその拡大」をテーマに、有識者や実践者が
議論を展開。コーディネーターを務めたＮＨＫ解説委員の
早川信夫さんをはじめ、５人のパネリストから活発な意見
が出され、参加者は幼少期における自然体験の重要性につ
いて理解を深めました。

葛巻小が創立140周年
一層の飛躍を誓い合う

　今年で創立140周年を迎えた葛巻小学校（佐々木勝広校
長、児童127人）の記念式典が10月25日、同校体育館で
行われ、在校生や保護者、教職員など関係者約250人が出
席し、節目を祝うとともに一層の飛躍を誓い合いました。
　式典で佐々木校長は「文化と伝統を受け継ぎ発展させて
くださった多くの方々に感謝し、子どもたちをたくましく
育てていくことを誓います」と式辞を述べました。
　このほか、在校生が「夢に向かって全力でチャレンジし
ます」「伝統を受け継ぎ新たな歴史を刻んでいきます」な
どと力強く呼びかけを行い、統合記念歌「未来に向かって」
などを合唱しました。

　

美しいハーモニーを響かせた田野畑中全生徒による
合唱

死亡事故ゼロ１年達成
県警本部長から賞賛状

　田野畑中学校と町内３中学校の４校交流会は10月10日、
葛巻中学校体育館で行われ、４校の全生徒と教職員など約
280人が参加しました。
　この交流会は、東日本大震災の復興を担う世代として、
お互いの「故郷を思う心」や「他人を思いやる心」を養い、
絆を深めようと一昨年から開催されているもの。学校紹介
や合唱、お互いの町村の特色などを○×で答えるウルトラ
クイズが行われ、交流を深めました。
　このほか、葛巻中は体育祭で集めた募金、小屋瀬中は
チューリップの球根、江刈中は学校農園で育てたカボチャ
やじゃがいもなどの野菜をそれぞれ田野畑中へ贈りました。

田野畑中と町内中学生
互いの絆深める交流会

　町は９月29日までの１年間、交通死亡事故ゼロを達成
し、県警本部長から賞賛状を受けました。
　伝達式は10月２日、町長室で行われ、町交通安全協会
の緑川猛雄会長ら関係者が見守る中、岩手警察署の高橋敏
樹副署長が「交通事故の抑止について、今後もご協力をお
願いしたい」と述べ、鈴木重男町長に賞賛状を手渡しました。
　鈴木町長は「多くの関係者に感謝し、町から死亡事故が
なくなるよう、今後も町民一丸となって交通安全に取り組
みます」と関係者と共に記録の更新を誓い合いました。
　町の交通死亡事故ゼロの最長記録は４年間で、平成15
年８月７日に賞賛状を受けています。

コーディネーターを務めたＮＨＫ解説委員の早川さん
㊤と５人のパネラーが活発な議論を展開した分科会

交通安全関係者が見守る中、高橋副署長から賞賛状
を受け取る鈴木町長

創立 140 周年を祝い、全児童が元気いっぱいの呼び
かけと合唱を披露した記念式典
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